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「地域保健に従事する人材の計画的育成に関する研究」
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研究目的
本研究は、体系的な保健師等の人材育成プログラムを開発し「人材育成策定ガイドライン」を作成することにより、各自治体にお

いて地域保健の向上に資する専門職の人材育成体制の推進に寄与することを目的とする。

・保健師の人材育成に関するベースライン調査
・体系的な人材育成が可能となる要件の明確化

1. 保健師の専門能力向上のための研修に関する研究（保健所設置市実態調査） 【守田班】
2. 職務・研修履歴および産休・育休中のキャリア支援の実態に関する研究 【奥田班, 福島班】
3. Competency獲得に必要な教育プログラム量の検討に関する研究 【宮崎班】
4. 保健師のキャリア・ラダーに関する研究 【佐伯班】
5 .保健師のキャリア・パスに関する研究 【中板班】
6. 保健師ガイドラインの多職種への適応可能性の検証に関する研究 【橘班】

・ガイドライン策定のための保健師の人材育成に関する追加調査
・体系的な人材育成が可能となる人材育成計画ガイドラインの策定

1. 保健師の専門能力向上のための研修に関する研究（都道府県実態調査) 【守田班】

2. 統括的な役割を担う保健師の実態と機能推進要因に関する研究 【奥田班】
3. Competency獲得に必要な教育プログラム量の検討に関する研究 【宮﨑班】
4. 保健師のキャリアの概念の分析 【中板班】
5. 保健師ガイドラインの多職種への適応可能性の検証に関する研究 【橘班】

平成27年度

平成26年度

「人材育成計画策定ガイドライン」（骨子）
Ⅰ. 人材育成計画策定ガイドラインの基本的な考え
Ⅱ. 保健師に求められる専門能力
Ⅲ. 保健師に求められる専門能力向上のための方法
Ⅳ.  人材育成推進のための体制 2



「職務・研修履歴および産休・育休中のキャリア支援の実態に関する研究」
保健師の研修・職務履歴管理，および産休・育休中のキャリア支援の実態調査概要

自治体種別
対象

自治体数
有効

回答数
自治体別

回答率（％）
回答割合

（％）ｎ=121

都道府県 47 42 89.4 34.7 

指定都市 20 14 70.0 11.6 

中核市 45 38 84.4 31.4 

その他政令市 7 7 100.0 5.8 

特別区 23 20 87.0 16.5 

計 142 121 85.2 100.0 

≪回答結果≫

≪調査目的，方法≫

【目的】

保健師の研修・職務履歴管理，および 産休・育休等の休暇取得者に対する支援実態を
把握，人材育成体制整備に資する基礎データの収集を図る

【方法】

1）調査時期； 平成２７年６月１５日～７月７日

2）調査対象； 都道府県，指定都市，中核市，その他政令市，特別区の自治体142か所

人材育成担当部署の職員 全数調査

3）調査方法； Web-Qアンケート調査
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自治体種別 回答割合（ｎ＝121）
回答入力件数167 分析対象件数121 （有効回答率 85.2％）
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